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奄美大島初記録のボラ科タイワンメナダ属 2種，カマヒレボラとモンナシボラ

福地伊芙映 1・堀部　翔 2・立原一憲 3

Single specimens of Moolgarda malabarica (Shaw, 1804) 
and M. engeli (Bleeker, 1858) were collected from Amami-oshi-
ma island in the middle of Ryukyu Archipelago, southern Japan. 
These specimens represent the first records for each species from 
the island. Thus, detail descriptions of M. malabarica and M. 
engeli based on specimens from Amami-oshima island are pro-
vided in this study.
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 Abstract

タイワンメナダ属 Moolgarda Whitley, 1945は，タイ

ワンメナダ M. seheli (Forsskål, 1775)，カマヒレボラ M. 

malabarica (Shaw, 1804)［= M. pedaraki (Valenciennes, 1836)，

詳細は後述］，ナンヨウボラ M. perusii (Valenciennes, 1836)，

およびモンナシボラ M. engeli (Bleeker, 1858)の 4種が日本

国内から報告されている（瀬能，2013）．それらの内，カ

マヒレボラは，環境省版レッドリストと鹿児島県版レッド

データブック，モンナシボラは，環境省版レッドリストと

沖縄県版レッドデータブックで，それぞれ情報不足（DD）

に選定されており（米沢・四宮，2016；立原，2017；環境

省，2020），両種ともに沖縄島以北からの記録は稀である（瀬

戸内海水産開発会議編，1997; Sakai et al., 2001; Motomura 

et al., 2010；武内ほか，2011; Motomura and Uehara, 2020；

外山ほか，2021）．

2020年 10月 5日に，奄美大島北部の笠利湾湾奥部に流

入する坂下川の下流付近（Fig. 1）からそれぞれ 1個体の

カマヒレボラとモンナシボラが著者らによって採集された

（Figs. 2, 3）．これら 2種は奄美大島からの初記録であるこ

とから，得られた標本の詳細な形態を同定の根拠とともに

記載し，ここに報告する．

材料と方法
採集した標本は冷凍して持ち帰り，10%ホルマリン水

溶液中で展鰭し，生鮮時の写真を撮影した．その後，体表

のグアニンが完全に消失するまで 10%中性ホルマリン水

溶液中で保存し，固定後の色彩を記録した．計数と計測は，

基本的に Senou et al. (1987)に従った．標準体長は体長も

しくは SLと表記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 

mm単位で行い，計測値は体長に対する百分率にして表記

した．鱗の計数および被鱗域の観察は，サイアニンブルー

を用いた．脊椎骨数は，軟 X線写真から計数した．同定は，

Harrison and Senou (1999)と瀬能（2013）に従った．本報

告で用いた標本は，全て国立科学博物館（NSMT-P）に収

蔵され，標本の色彩に記載に用いた画像資料は神奈川県立

生命の星・地球博物館の魚類写真資料データベース（KPM-

NR）に登録されている．

標準和名「カマヒレボラ」が示す種とその帰属につい

ては，かつて Mugil buchanani Bleeker, 1853に同定し，本

名義種の帰属先を Valamugil Smith, 1948とする見解（例え

ば，吉野・瀬能，1984; Harrison and Senou, 1999）が主流であっ

たが，その後，本名義種を Mugil pedaraki Valenciennes, 

1836の新参異名とみなし，帰属先をタイワンメナダ属

Moolgaraとする見解（例えば，瀬能，1993; Sakai et al., 

2001；瀬能，2013；環境省，2020），Mugil buchananiをこ

れまで通り，有効種とみなし，帰属先を Valamugilやフウ

ライボラ属 Crenimugil Schultz, 1946とする見解（Durand 

et al., 2012a,b; Xia et al., 2016），および Mugil buchananiと

Mugil pedarakiをともに Mullus malabaricus Shaw, 1804の新

参異名とみなし，帰属先を Moolgaraとする見解（Kottelat, 

2013）が提唱されている．また，カマヒレボラに加え，モ
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ンナシボラの帰属先についても統一見解が得られておら

ず，研究者によって見解が異なる．特に近年の分子系統学

的手法を用いた研究（Durand et al., 2012b; Xia et al., 2016）

にしたがえば，前者はフウライボラ属 Crenimugilに，後

者は Osteomugil Lüther, 1977に帰属される．しかし，これ

らの研究は解析に用いた種数が少なく，解析種を追加する

ことによって異なる結果が得られる可能性も考えられるた

め，本報告ではカマヒレボラとモンナシボラの帰属先を

日本産ボラ科魚類の総括を行った瀬能（2013）の見解に

したがい，タイワンメナダ属 Moolgardaとした．カマヒレ

ボラに適用すべき学名については上述した Kottelat (2013)

の見解も採用し，本報告ではカマヒレボラ Moolgarda 

malabarica (Shaw, 1804)とした．

Moolgarda malabarica (Shaw, 1804)

カマヒレボラ
（Figs. 2, 4A, 5A, B; Table 1）

標本　NSMT-P 140567 (KPM-NR 212425)，65.2 mm SL，

鹿児島県奄美市笠利町大字手花部坂下川（手花部のマング

ローブ）の河口付近（28°26'32.6"N, 129°40'21.7"E）（Fig. 1），

干潮時の水深約 1.5 m，2020年 10月 5日，投網，福地伊芙映・

堀部　翔．

記載　計数形質と計測値の体長に対する百分率を Table 

1に示した．体は紡錘形．頭部と体前方の断面は上下に長

い楕円で，後方に向かうにつれより強く側扁する．吻端は

丸く，吻長は眼径よりも短い．上顎は下顎よりもわずかに

突出する．涙骨下縁は緩やかに湾入するが欠刻はない．主

上顎骨後端は口角部よりはるか後方に位置し，閉口時に露

出しない．上唇は肥厚せず，下部は平滑で角質隆起は無い．

下唇前縁は平滑．脂瞼は未発達で，後鼻孔後縁から眼窩後

縁に薄く広がるが，虹彩を覆わない．胸鰭の位置はやや上

位で，胸鰭基底上端は眼窩上縁とほぼ同じ高さに位置する．

胸鰭はやや伸長し，後縁部は鎌状に湾入する．胸鰭の先端

は畳んだ際に第 1背鰭起部を越えない．第 1背鰭起部は，

吻端と尾鰭基底の中間よりもやや後方に位置し，吻端より

尾鰭基底に近い．第 2背鰭起部は臀鰭第 3棘の直上に位置

する．第 2背鰭と臀鰭の先端は伸長し，縁辺部は緩やかに

湾入する．腹鰭起部は胸鰭基底より後方に位置する．尾鰭

上下両葉はやや尖り，中央部は湾入する．肛門は臀鰭直前

に位置する．腋下鱗の先端は尖り，やや伸長する．体は後

縁に膜を備えた円鱗に覆われる．頭部背面の鱗は後鼻孔を

越えない．第 2背鰭と臀鰭を覆う鱗はよく発達し，軟条の

分枝部付近まで覆う．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2A）―吻端から背側部にか

けては黄褐色で，体側中央に向かうほど淡い水色みを帯び

た銀色．体側下方から腹部にかけては一様に白銀色．虹彩

は山吹色で上部ほど濃い．瞳孔は黒色．主鰓蓋骨上部は赤

みを帯びた金色．胸鰭基底上端には黒色素胞が密集し，明

瞭な小黒斑を形成する．胸鰭は黄色素胞と黒色素胞が散在

し，くすんだ黄色で腹側ほど淡い．第 1背鰭の棘は黄色素

胞と黒色素胞に覆われ淡い黄土色．鰭膜には微細な黒色素

胞が散在し，棘に沿ってやや密になる．第 2背鰭は全体に

黄色素胞と黒色素胞が散在し，基底付近は淡い黄土色で，

先端に向かうにつれて黒みを帯びる．尾鰭は軟条に沿って

黄色素胞と黒色素胞が分布し，淡い黄土色．後縁部では黒

色素胞がやや密になる．臀鰭は第1軟条から第7軟条に沿っ

て黒色素胞が並ぶ．腹鰭はほぼ無色で，第 1軟条の前縁お

よび第 1，2軟条の先端はわずかに白い．

固定後の色彩（Fig. 2B）―吻端から背側部にかけては

黒褐色で，体側中央に向かうほど灰褐色．体側下方から腹

側にかけては白色．虹彩は一様に乳白色．瞳孔は白色．主

鰓蓋骨上部は灰褐色．胸鰭基底上端には黒色素胞が密集し，

明瞭な小黒斑を形成する．胸鰭は鰭条に沿って微細な黒色

素胞が散在するのみで，ほぼ無色．第 1背鰭と第 2背鰭，

尾鰭は灰褐色．臀鰭と腹鰭の色彩は生鮮時とほぼ同様．

分布　南アフリカ，インド，スリランカ，日本，スラ
ウェシ島，ニューカレドニアなどインド・西太平洋に広く

分布する（Durand et al., 2020a；瀬能，2013）．日本国内で

は，種子島（Sakai et al., 2001），奄美大島（本報告），沖永

良部島（Motomura and Uehara, 2020），沖縄島（立原ほか，

Fig.1. Map of Kasari Bay and Sakashita River. Open and closed 
triangles indicate sampling points of Moolgarda malabarica 
and M. engeli, respectively. Dark gray, gray, and white areas 
in the map indicate land, inter tidal zone, and subtidal zone, 
respectively.
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2002；鳥居ほか，2011），宮古島（Tachihara et al., 2003)，

石垣島（瀬能・鈴木，1980; Sakai et al., 2001; Shibuno et al., 

2008；神田ほか，2009），および西表島（Sakai et al., 2001; 

Tachihara et al., 2003）から記録されている．

生息環境　本報告で記載した標本は，奄美市笠利町大
字手花部を流れる坂下川の最下流部に設置された，フラッ

プゲート式潮止水門直下に形成された淵にて採集された

（Fig. 1）．淵は，最干潮時における最深部の水深が約 1.5 m

であり，底質は赤土の混ざった軟泥であった．淵の上流部

にはサトウキビ畑に隣接する細流があることから，赤土は

サトウキビ畑から流出したものと考えられた．本報告で

は，採集時に塩分を計測していないものの，淵は満潮時に

完全に海面下に沈むため，採集時（干潮時）も比較的高い

塩分を示していたと考えられた．同地点では，セスジボラ

Chelon lauvergnii (Eydoux and Souleyet, 1850)が優占してい

た．また，そのほかにコボラ C. macrolepis (Smith, 1846)，

ボラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 1758，ゴマフエダイ

Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 1775)，およびクロホシ

マンジュウダイ Scatophagus argus (Linnaeus, 1766)が採集

された．なお，Sakai et al. (2001)は，1989年に奄美大島の

同地点付近から採集された 2標本（NSMT-P 131504）に基

づき，ヒルギメナダ C. melinoptera (Valenciennes, 1836)を

奄美大島から報告しているが，本報告の調査では採集され

なかった．

備考　奄美大島産の標本は，頭部が丸みを帯び，胸鰭
基底上端に明瞭な小黒斑を有すること，縦列鱗数が 36で

あること，横列鱗数が 13であること，尾柄周囲鱗列数が

20であること，第 2背鰭と臀鰭が鎌状に伸長すること，

Fig. 2. Fresh (A) and preserved (B) specimen of Moolgarda malabarica from Amami-oshima island, Ryukyu Archipelago, Japan. NS-
MT-P 140567 (KPM-NR 212425), 65.2 mm SL.
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合計鰓耙数は 53であること，幽門垂が複雑に分岐し計数

不能であること，体は後縁に膜を備えた円鱗に覆われる

ことから，瀬能（2013）が示したカマヒレボラ Moolgarda 

pedaraki（= M. malabarica）や Harrison and Senou (1999)が

示した Valamugil buchanani（= M. malabarica）の特徴と一

致したため本種に同定された．本種は Sakai et al. (2001)に

よって奄美大島から記録されていたが，その証拠標本であ

る NSMT-P 28955は，後にタイワンメナダの誤同定であっ

たことが判明している（Nakae et al., 2018）．よって，本報

告で記載した標本は，本種の標本に基づく奄美大島からの

初記録となる．

本報告で記載した標本を解剖したところ，生殖腺は糸

状で未発達であった．カマヒレボラは体長 500 mmに達す

る比較的大型の種であることから（吉野・瀬能，1984），

本標本は未成魚であると考えられる．本標本の幽門垂は，

瀬能（2013）で示されたカマヒレボラの幽門垂のスケッチ

（瀬能，2013: 641）に比べ分岐がやや単純であったが（Fig. 

4A），これは本報告では成長に伴う差異であると考えた．

なお，Harrison and Senou (1999)は，本種の幽門垂を 6も

しくは 7としているが，これはおそらく誤りで，瀬能（2013）

が示したように，先端が複雑に分岐して計数は不可能であ

る．

本種の第 2背鰭と臀鰭を覆う鱗はよく発達し，その被

鱗域は両鰭の軟条の分枝部付近まで達する（Figs. 5A, B）．

これは後述のモンナシボラ（Figs. 5C, D）とは大きく異な

る特徴であり，今後，異なる体長の標本や同科他種での形

態情報が蓄積されていくこで，有用な識別形質となる可能

性がある．

Koeda et al. (2016)は，久部良川河口から得られた未成

魚 1標本（FRLM 51544, 86.2 mm SL）に基づき，与那国島

からカマヒレボラを報告している．しかし，本種に同定さ

れている標本写真（Koeda et al., 2016: fig. 46）は，胸鰭基

底上端に小黒斑がないこと，胸鰭基底上端の位置は眼窩上

縁よりも明らかに低いこと，第 2背鰭および臀鰭は伸長し

ていないこと，縦列鱗数や横列鱗数，尾柄周囲鱗列数がや

や少ないことなどの形態的特徴が認められる．これらの特

徴はカマヒレボラよりもむしろ，瀬能（2013）が示したコ

ボラや Harrison and Senou (1999)が示した Liza macrolepis（= 

C. macrolepis）に近い．よって，本種の与那国島からの記

録は，同科他種（おそらくコボラ）の誤同定であると判断

し，与那国島を本種の分布域に含めなかった．

Moolgarda engeli (Bleeker, 1858)

モンナシボラ
（Figs. 3, 4B, 5C, D; Table 1）

標本　NSMT-P 140568 (KPM-NR 212426)，46.8 mm SL，

鹿児島県奄美市笠利町大字手花部坂下川（手花部のマング

ローブ）下流（28°26'30.4"N, 129°40'22.0"E）（Fig. 1），干

Table 1. Counts and proportional measurements of specimens of 
Moolgarda malabarica and M. engeli. Means in parentheses.

M. malabarica M. engeli
n = 1 n = 1

Standard length (mm; SL) 65.2 46.8
Counts 
 Dorsal-fin rays Ⅳ-9 Ⅳ-9
 Anal-fin rays Ⅲ-9 Ⅲ-9
 Pectoral-fin rays 17 15
 Pelvic-fin spines 1 1
 Pelvic-fin soft rays 5 5
 Branched caudal-fin rays 6 + 6 6 + 6
 Lateral scale series 36 32
 Transverse scale rows 13 11
 Circumpenduncle scales 20 16
 Vertebral counts 11 + 12 10 + 13 
 Number of pyloric caeca complexly 

branched 6
 Gill rakers 19 + 34 16 + 35
Measurements (% of SL)
 Total length 129.7 129.2
 Fork length 118.5 120.9
 Pre-first dorsal-fin length 57.1 56.3
 Pre-second dorsal-fin length 76.9 78.5
 Pre-pelvic-fin length 44.0 44.6
 Pre-anal-fin length 75.7 76.5
 Caudal-peduncle length 17.4 16.5
 Distance between 1st and 2nd 
dorsal fins 17.3 17.3
 Head length 29.4 32.0
 Snout length 7.1 7.5
 Postorbital length 15.2 16.3
 Eye diameter 8.2 9.0
 Adipose eyelid length 11.3 12.8
 Interorbital width 12.9 14.2
 Thickness at pectoral fins 17.4 18.4
 Thickness at first dorsal fin 13.0 13.2
 Thickness at second dorsal fin 7.9 7.3
 Width of mouth 9.6 10.9
 Thickness of upper lip 2.1 1.9
 Lower-jaw length 5.6 6.1
 Depth at mouth corner 9.4 11.0
 Depth at eye 14.4 16.5
 Depth at pectoral fin 27.4 25.2
 Depth at first dorsal fin 32.8 28.4
 Depth at anal fin 27.6 24.5
 Caudal-peduncle depth 12.6 11.9
 Pectoral-fin length 24.5 23.0
 Pectoral-fin base length 7.8 6.2
 Axillary scale length 7.3 6.3
 First dorsal spine length 14.2 14.9
 Second dorsal spine length 13.5 14.1
 Third dorsal spine length 11.2 13.1
 Forth dorsal spine length 5.6 5.7
 First dorsal-fin base length 7.1 6.8
 Dorsal obbasal scale length 4.2 5.4
 Second dorsal-fin height 17.8 15.2
 Second dorsal-fin base length 9.9 10.0
 Pelvic-fin length 16.6 17.5
 Pelvic obbasal scale length 7.1 5.5
 Anal-fin height 19.1 14.6
 Anal-fin base length 11.6 12.3
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潮時水深 0.5 m，2020年 10月 5日，投網，福地伊芙映・

堀部　翔．

記載　計数形質と計測値の体長に対する百分率を Table 

1に示した．体は前後方向にやや細長い紡錘形．頭部と体

前方の断面は上下に細長い楕円に近く，後方に向かうにつ

れより強く側扁する．吻端はやや丸く，吻長は眼径よりも

短い．上顎は下顎よりもわずかに突出する．涙骨下縁は緩

やかに湾入するが欠刻はない．主上顎骨後端は口角部より

はるか後方に位置し，閉口時に露出しない．上唇は肥厚せ

ず，下部は平滑で角質隆起は無い．下唇前縁は平滑．脂瞼

はやや発達し，後鼻孔後縁から眼窩後縁に薄く広がり，虹

彩の一部を覆う．胸鰭の位置はやや上位で，胸鰭基底上端

は眼窩上縁よりわずかに低く位置する．胸鰭はやや伸長し，

後縁部は鎌状に湾入する．胸鰭の先端は畳んだ際に第 1背

鰭起部をわずかに越える．第 1背鰭起部は，吻端と尾鰭基

底の中間よりもやや後方に位置し，吻端より尾鰭基底に近

い．第 2背鰭起部は臀鰭第 1軟条の直上に位置する．第 2

背鰭と臀鰭の先端はわずかに伸長し，縁辺部は緩やかに湾

入する．腹鰭起部は胸鰭基底より後方に位置する．尾鰭上

下両葉はやや尖り，中央部はやや湾入する．肛門は臀鰭直

前に位置する．腋下鱗の先端は尖り，やや伸長する．体は

後縁に膜を備えた円鱗に覆われる．頭部背面の鱗は後鼻孔

を越えるが，前鼻孔を越えない．第 2背鰭と臀鰭を覆う鱗

はあまり発達せず，各鰭の前方および基底部付近のみを覆

う．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 3A）―吻端から背側部にか

けては黄褐色で，体側中央に向かうほど淡い水色みを帯び

た銀色．体側下方から腹部にかけては一様に白銀色．虹彩

Fig. 3. Fresh (A) and preserved (B) specimen of Moolgarda engeli from Amami-oshima island, Ryukyu Archipelago, Japan. NSMT-P 
140568 (KPM-NR 212426), 46.8 mm SL.
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は菜の花色で上部ほど濃い．瞳孔は黒色．主鰓蓋骨上部は

赤みを帯びた金色．胸鰭基底上端には黄色素胞と黒色素胞

が分布するが，明瞭な斑は形成しない．胸鰭は黄色素胞と

黒色素胞が散在し，くすんだ黄色で，腹側側ほど淡い．第

1背鰭と第 2背鰭の鰭条は黄色素胞と黒色素胞に覆われ，

淡い黄土色．第１背鰭の鰭膜には粗い黒色素胞が棘に沿っ

て分布する．第 2背鰭の鰭膜には軟条に沿って黄色素胞と

黒色素胞が散在し，基底付近で淡い黄土色，先端に向かう

につれて黒みを帯びる．第 2背鰭の基底部前方付近は，黄

色素胞と黒色素胞が密集した鱗に覆われ，不明瞭な茶褐色

の斑を形成する．尾鰭は軟条に沿って黒色素胞が薄く散在

し，後縁部はわずかに黒く縁取られる．臀鰭は第 1軟条か

ら第 7軟条に沿って黒色素胞が散在する．腹鰭はほぼ無色

で，第 1軟条の前縁および第 1, 2軟条の先端はわずかに白

い．

固定後の色彩（Fig. 3B）―吻端から背側部にかけては

黒褐色で，体側中央に向かうほど灰褐色．体側下方から腹

側にかけては白色．虹彩は一様に乳白色．瞳孔は白色．主

鰓蓋骨上部は灰褐色．胸鰭基底上端には黒色素胞が分布す

るが，明瞭な斑は形成しない．胸鰭は鰭条に沿って微細な

黒色素胞が並ぶのみで，ほぼ無色．第 1背鰭と第 2背鰭の

鰭条は黒色素胞に覆われ灰褐色．第 1背鰭と第 2背鰭の鰭

膜は鰭条に沿って黒色素胞が並ぶ．第 2背鰭の基底部前方

付近は，黒色素胞が密集した鱗に覆われ，不明瞭な灰褐色

の斑を形成する．尾鰭は灰褐色で後縁部はわずかに黒く縁

取られる．臀鰭，腹鰭の色彩は生鮮時とほぼ同様．

分布　紅海を含むインド・太平洋に広く分布し（瀬
能，2013），ハワイ諸島にも移入個体群が定着している

（Schemmel et al., 2019）．日本国内では，茨城県（外山ほ

か，2021），和歌山県南部（武内ほか，2011），瀬戸内海

（瀬戸内海水産開発会議編，1997），屋久島（Motomura et 

al., 2010; Motomura and Harazaki, 2017），奄美大島（本報

告），沖永良部島（Motomura and Uehara, 2020），沖縄島（瀬

能，2013），伊良部島（吉郷ほか，2005），石垣島（瀬能，

2013），および西表島（瀬能・鈴木，1980）から記録され

ている．

生息環境　本報告で記載した標本は，奄美市笠利町大
字手花部の国道 58号線の内側を流れる坂下川下流の淵に

て採集された（Fig. 1）．細流の両岸にはメヒルギが生えて

おり，干潮時の水深は瀬で平均 0.2 m，淵の最深部で 0.5 

mほどであった．底質は主に礫からなっており，その間隙

には赤土が堆積していた．本報告では採集時に塩分は計測

していないが，上流部からは常時淡水が流入していたこと

から，採集時の塩分は比較的低かったと考えられた．同地

点では，セスジボラが優占しており，次いでボラ，コボラ

の順で多く採集された．

備考　奄美大島産の標本は，胸鰭基底上端に明瞭な小
黒斑が認められないこと，第 1背鰭起部は，吻端と尾鰭基

底の中間よりもやや後方に位置し，吻端より尾鰭基底に近

いこと，縦列鱗数が 32であること，横列鱗数が 11である

こと，尾柄周囲鱗列数が 16であること，第 2背鰭と臀鰭

を覆う鱗はあまり発達せず，両鰭の前方および基底部付

近のみを覆うこと（Fig. 5C, D），幽門垂は 6である（Fig. 

4B）ことなどから，瀬能（2013）が示したモンナシボラ

Moolgarda engeliおよび Harrison and Senou (1999)が示した

Valamugil engeli（= M. engeli）の特徴と一致したため本種

に同定された．これまで，モンナシボラを奄美大島から記

録した文献はなく，本報告で記載した標本は本種の奄美大

島からの初記録となる．

本報告で記載した標本を解剖したところ，生殖腺は糸

状で未発達であった．国内における本種の年齢や成長，成

熟は不明であるが，ハワイ諸島の移入個体群は，雌雄とも

生後約 200日，尾叉長約 140 mmで 50%の個体が性成熟

に至ることが報告されている（Schemmel et al., 2019）．以

上のことから，本標本は未成魚であると考えられる．本報

告で記載した標本の第 2背鰭起部は臀鰭第 1軟条の直上

Fig. 4. Pyloric caeca of two species of Moolgarda: (A) Moolgar-
da malabarica, NSMT-P 140567, 65.2 mm SL; (B) M. engeli, 
NSMT-P 140568, 46.8 mm SL. Scale bars indicate 1 mm.

Fig. 5. Second dorsal (A, C) and anal fins (B, D) of two spe-
cies of Moolgarda: (A, B) Moolgarda malabarica, NSMT-P 
140567, 65.2 mm SL; (C, D) M. engeli, NSMT-P 140568, 
46.8 mm SL. Scale bars indicate 5 mm.
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に位置しており，Harrison and Senou (1999)が示した，第 2

背鰭起部は臀鰭第 3軟条の直上に位置するという特徴とは

完全には一致しなかった．また，頭部背面の鱗は後鼻孔を

越えるものの，瀬能（2013）が示した，頭部背面の鱗は前

鼻孔を越えるという特徴と完全には一致なかった．しかし，

これらの相違は非常に軽微であること，本報告で記載した

個体は未成魚で体長 46.8 mmと小型であることを考慮し，

個体差の範疇あるいは成長に伴う変化であると判断した．
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